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◎ボリビア多民族国

• 南米の中央に位置
• 面積：1,098,581km²

（日本の3.3倍）
• 人口：1135万人

（日本の10分の1）
• 公用語：スペイン語、アイマラ語、

ケチュア語、グアラニー語など

資源は豊富だが、南米で最貧国！



ボリビアの畜産

•山岳地域はリャマ、アルパカ、
羊、ヤギなどを飼育。

•牛はアマゾン寄りの平地で多数
飼育。

•牛はホルスタインもいるが、多く
はジールとの交雑種が多い。





《任地》

• モンテロ市 (サンタクルス県)

•サンタクルスから
車で北に1時間

•産業：畜産、コメ、さとうきび
• 1年の2/3は30℃越えてて暑い



《配属先》

• AGANORTE
（Asociacion de Ganaderos del Norte）

•検査室配属
•従業員14名（獣医師３名）

【要請内容】

-乳質の改善

-乳房炎対策の指導



《仕事内容》
《検査室仕事》

• 血液検査
• 糞便検査
• 乳房炎細菌検査
• 生乳の抗生剤残留検査
• ブルセラ症検査
• マダニの薬剤耐性検査

• それに付随した農家指導、
用具作成と器具の掃除

《農場での仕事》

• ブルセラ症と結核の検査
• 乳房炎検査
• 問題解決の依頼があった農場
訪問指導

• 外科の依頼
• 剖検依頼



《活動》

衛生対策

課外活動配属先の活動

ルーチンワーク 他隊員との
共同講座

・まじで大量 ・ゴミ対策
・整理整頓
・搾乳方法の改善
・耐性菌対策
・乳房炎対策
・マダニ対策

UAGRM大学と共同の
受精卵移植講習

・INFOCALゴミ講座
・施設での衛生講座



生乳の細菌検査

ブルセラ症検査 抗生剤残留検査

Escherichia coli



マダニの薬剤耐性検査

糞便検査 血液検査





《ゴミ問題》

・ビニール袋 (コカ、ジュース、パン)
・注射器と針
・薬のボトル



《搾乳が不衛生》

衛生的な農場

不衛生な農場

乳房炎

CAMPテスト



《乳房炎菌の耐性菌問題》

※生乳検査で耐性菌が大量に出る

•抗生剤を農家が自己判断で使える
•抗生剤を乱用してる
•抗生剤の入った出荷できない牛乳
が市場に流通している

抗生剤感受性試験



《マダニ》

※オウシマダニ
・血液寄生虫を媒介
・薬剤耐性強い

アナプラズマ トリパノソーマ





《ゴミとマダニ対策》

• ステッカーを作成
•農家に危険性の周知および
ステッカー配布

•職場の薬販売の窓口にも設置
• セミナー開催時にも配布





《受精卵移植講習》



ボリビア国内旅行




